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CAD/CAM技術の応用により歯科技工のあり方が大きく変わる中で、自社で

取り入れるべき機器やマテリアルのセレクションに対する重要性は増す一方で

はないでしょうか。

本年2月、ハイパフォーマンスポリマーペクトン® アイボリーが歯冠修復材料

として国内で初めて薬事承認を受けました。ペクトン® アイボリーは、PAEK系

ポリマーファミリーのひとつで、PEEKの1.8倍の圧縮強度をもつPEKKマテリ

アルです。ショックアブソーバー、軽量、高い生体親和性、加工性・研磨性の

高さが特長で、インプラントカスタムアバットメントやインプラントブリッジ、

ポストコアなど様々な臨床応用が可能です。

本コースでは、ハイパフォーマンスポリマーペクトン® アイボリーの概要や

技術上の留意点を中心に、技工所におけるCAD/CAMの活用方法についてお伝

えいたします。

藤松剛先生
CM社認定ペクトン®インストラクター
ストローマン社インストラクター
新大阪歯科技工士専門学校専攻科非常勤講師
株式会社S.T.F代表取締役

トピック ・技工所におけるデジタルワークフロー

・マテリアルセレクション

・ペクトン®アイボリーの特長

・ペクトン®アイボリーの臨床応用

・ペクトン®アイボリーの技術的留意点

講師

参加費 一般：5,000円（税込） DRNラボ：無料

会場 ホテルマイステイズ新大阪コンファレンスセンター

（会議室NO.4）

2018年4月19日（木） 16:00～18:00

※大阪市淀川区西中島6-2-19 （旧チサンホテル新大阪）
※新大阪駅から徒歩5分 お申し込みの方に詳細地図をお送りします。
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